
1 事業実施の方針

昨年度に引き続き全ての事業においてオンラインを活用した取り組みを行い、同時に対面形式での取り組みも再開させていく。

また、日本ユネスコ協会連盟の助成事業U-Smileを受けて、新たに高知県高知市での教育支援事業を9月から始動させる。

2 事業の実施に関する事項

事業名
ゴミ拾いゲームイベント

「胸キュン！GOMI拾い」

食事つき個別指導型無料塾

「ステップアップ塾」

食事つき無料自習室

「STUDY CAMP」

日ユ助成による教育支援事業

「U-Smile」with SUJ

事業内容

・全国から参加希望者を募り、期日

内に行われた各地でのゴミ拾いの様

子を専用フォームに投稿。ホーム

ページで集計結果や各人の取り組み

を発表する。

・学校や家庭での問題によって一般

的な学習塾に通うことが難しい小・

中学生のための無料塾。

・高校生～社会人のボランティア講

師がオンラインで学習指導を行う。

・毎週の授業の際に、ワークショッ

プを行うことで塾生とボランティア

講師の心のつながりを作る。

・オンライン環境が自宅にない生徒

は、自習室（西新宿・新江古田・北

九州）からの授業参加を受け付け、

状況に応じて対面授業を行う。

・食事の提供については、自習室か

らの参加者には授業後に夕食の提供

を行い、自宅からの参加者にはフー

ドパントリー等の情報提供を行う。

またステップアップレストラン（加

盟店で低価格で食事提供を受けられ

るサービス）の紹介を行う。

・家庭での自習環境が整わない小学

生~高校生のための無料自習室。

・事前に登録をした利用者が開催時

間内に自習室を訪問し、自由に自習

に取り組む。

・利用者は室内の軽食、コピー機、

タブレットやPC、wifi、教材など無

料で利用することができる。

・自習室内にフードバンクや子ども

食堂開催情報、奨学金情報を掲示

し、利用者に支援情報を提供する。

・自習室つき無料塾として「ステッ

プアップ塾」と「STUDY CAMP」を

セットで全国に展開するもの。

・2022年12月に群馬県前橋市にオー

プンした。

・2023年9月に「高知はりまやB.O」

を始動させる。

※6月に物件契約➔ボランティア募集

＆リフォーム開始➔利用者募集➔9/2

開塾式

実施予定日

毎月第2土日 4/15～2/24までの毎週土曜日・全38

回

4/17～3/31の平日夜18：00～21：

00（全224回）

※北九州八幡は月火木金18：00～

21：00（全176回）

・ステップアップ塾及びSTUDY

CAMPに準ずる。

実施予定場所

全国各地 ・オンライン教室

・各教室（西新宿、新江古田、北九

州八幡）

西新宿、新江古田、（北九州八幡） ・群馬県前橋市

・高知県高知市

受益対象者

環境保全に関心のある一般市民 ・小学4年～中学3年

・居住地不問

・自習室近隣住民の小学4年～高校3

年

・家庭の年収は不問

・ステップアップ塾及びSTUDY

CAMPに準ずる。

受益対象者

見込数

のべ500人程度 50人程度（登録者実数） のべ1,600人程度 100人程度（登録者実数）

予算

（千円）
540 1297 4483 7000
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前年度との

変更点等

＜参加者満足満足度の向上施策＞

・参加証明書を毎月オリジナルデザ

インにし参加者への満足度を向上さ

せる。

・年間の参加回数・ごみの量を確認

し、特別な参加賞を作成

＜工数削減施策＞

・SNSは全て予約投稿

・チャットGPTを活用した文章作成

＜スタッフのモチベーション管理＞

・MTGの開催頻度の見直し

・雑談タイムの確保

・参加費は前年度と変更なし。基準

となる年収ラインを、平均世帯年収

から算出して修正を行った。

①年収282万円以上：4,000円/月

②年収282万円未満～141万円以上：

2,000円/月

③年収141万円未満：無料

例年①に該当する家庭は、申込締め

切り時に定員以上になった場合は全

体の10％までとする。一方で所得証

明としては①に該当するが現時点で

の暮らしが厳しい場合もあるので、

支払の猶予または実情にあった参加

費にできるよう柔軟に対応する。

・塾生と学生講師については、引き

続き居住地を問わず募集する。

・PC端末の貸出は、貸出のできるPC

が古くなり動作保障ができないた

め、貸出を中止。

・webカメラについては、貸出を継

続、ヘッドバンドについては販売の

み対応。

・「自習室カフェ『STUDY

CAMP』」とし、利用対象者を「小4

～高3」とすることで、利用者の間口

を広げ、利用者拡充を図る。

・室内のドリンクコーナーを充実さ

せる以外は、設備の変更はなく、引

き続き利用料無料。

・利用対象者にある「家庭で勉強す

る環境にない」という文言は削除。

支援する施設、という印象を薄め

る。


